職　務　経　歴　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20xx年xx月xx日現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　○○ ○○
■職務要約
消化器内科、心療内科やケア業務などの看護師として常時○○床～○○床の看護業務に従事してまいりました。急性期の重症患者の看護や緊急患者の対応といった病棟業務だけでなく、訪問看護の経験もございます。業務では、看護師だけでなく医師や関連部署との連携を常に意識し、院内委員会活動や学会活動へも積極的に参加することで知識の習得を心がけていました。20XX年からはプリセプターとして〇名の新人看護師の育成も担当しています。
■職務経歴
□20xx年xx月～20xx年xx月　医療法人○○会　○○病院
	期間
	業務内容
	メンバー/役割

	20xx年xx月

　～

20xx年xx月
	消化器病棟での看護業務全般（チームナーシング制）

・消化器外科手術の前後のケア

・静脈内、筋肉内、皮下注射の施行、採血、入浴介助、食事介助、排泄介助

・吸引、バイタル測定、包交時の介助、医師の指示受け、12誘導、モニター管理、急変時の対応、死後の処置施行
【意識していた点】
年間約500 例の手術がある中、早期離床に向けて患者ケアの重要性が高まっていました。それに対し、医師やリハビリスタッフ、栄養士等とも連携し、地域や自宅での生活を見据えた看護を心掛け、日々関与者と協働してチーム医療に取り組みました。
　〇名の患者を同時に複数受け持っていたため、時間注射や検査、介助といった決められた患者スケジュールを常に把握し効率的に回しながら、都度下りてくる医師からの指示にも優先順位をつけ、的確なタイミングで確実に対応することを大事にしていました。
	消化器内科病棟約30床

（病院全体約250床）

看護師10名


□20xx年xx月～現在　医療法人△△会　△△病院
	期間
	業務内容
	メンバー/役割

	20xx年xx月

　～

現在
	心療内科病棟内での看護業務全般（機能別看護・プライマリー制）
・男子閉鎖病棟慢性期病棟、男子開放病棟、老人閉鎖病棟の経験有
・総合失調症、てんかん、躁鬱、認知症患者様のケア、静脈内、筋肉内、皮下注射の施行、採血、入浴介助、食事介助、吸引、音楽療法、レクレーション療法介助、日常生活の援助、声かけ、指導、訪問看護

・後輩指導
【意識していた点】患者様の不安低減のため、心理学やコミュニケーション論の本を読み、個人に合わせた話し方を学んでいます。
20xx年xx月退職予定
	担当約50床

（病院全体約200床）

看護師10名
プリセプター（新人看護師〇名を育成）


■活かせる経験・知識・技術
・消化器外科、精神科における看護業務の知識・スキル
・患者様のニーズに応えるため、看護師だけでなく医師や関連部署と連携して適切なケアを模索する協働力
・様々な事象をアセスメントし、患者様の潜在的ニーズを多角的に捉える力
・患者の急変による急な指示変更に対しても冷静に対応することができる緊急対応力
・プリセプターの経験（後輩の指導経験）
・PCスキル※Word（文書作成、社内報告書作成）　Excel（基本的な関数・表作成） PowerPoint（簡単な資料作成）
■資格

・看護師免許（20xx年xx月）

・普通自動車免許（20xx年xx月）

■自己PR
【協働する力】
患者様一人一人のニーズに応えるため、コメディカルのスタッフとチーム医療を意識していました。具体的には、患者様のケアに困った際に、看護師同士の情報交換だけでなく医師やリハビリ・緩和ケア・栄養チームなどコメディカルスタッフと情報を共有し、色々な見方から意見を集合させ、より良いケアとは何か模索し続けていました。
【ニーズを捉える力】
・患者様が何に困っているのか、どのようなケアが必要か、様々な事象をアセスメントし、患者様のニーズにあった看護を提供できるよう工夫していました。
・看護師同士、看護師対医者など、様々なステークホルダーに対し、業務が円滑に進み、安全な医療を提供できるようコミュニケーションを工夫していました。
【ケアする力】
・新人スタッフに向けて記録の指導や入社時研修を開催しました。よく見受けられる疾患や検査、急変時の対応についても定期的にスタッフを集め勉強会を主催しました。
・患者様の個別性に応じた看護を計画に基づき安全に実践していました。
【意思決定を支える力】
・医者に判断を仰ぐ際、自分なりの考えをもって提案するシーンもありました。
・患者様や家族が判断に迷う場面があった際には、まずは患者様や家族の思いを確認し、必要に応じて主治医との面談をセッティングするなど、柔軟に対応していました。

■CRC職を志望する動機（例：　治験コーディネーター(CRC)職向け）
（例文①）看護師としての臨床経験を生かし民間企業で働くことに興味があり、また看護を通して治験の重要性を肌で感じた実体験があったため、CRC職を志望いたしました。具体的な理由は2点あります。
1点目は、医者や検査技師など様々なスタッフとの協働経験を活かし、看護ではなくCRCというこれまでとは異なった立場から、目の前の1人ではなくより多く患者様の支援ができる点に魅力を感じているからです。
2点目は、化学療法中の患者様が治験を希望され、治験を行っている施設にセカンドオピニオンで受診する場面がありまし

た。治療が難航する疾患であっても、治験によって治療の可能性が広がることは、とても素晴らしいことだと感じました。治験の先には新薬を待っている大勢の患者様がいます。待ち望まれている新薬が早期に承認されるためにも治験は重要であり、治験に大きく関わることができるCRCとして、貴社で働きたいと考えています。
（例文②）私はCRC として新薬開発に関わり、より多くの命を救う手助けをしたいと思っております。新型コロナウィルスが流行したことで、世界中でワクチンだけでなく点滴薬、内服薬の開発が進み、それは現在感染症に苦しむ患者様に投与されています。私は臨床現場で内服薬を待ち望む患者様を目のあたりにし、新薬の開発や、治験を支援するCRCの存在意義を痛感しました。また看護師として働く中で日々多くの新薬が開発され、実際に患者様に投与されている現状を知りました。特に複数の効能を合わせ持つ画期的な新薬は、患者様、医療従事者双方の負担の軽減に役立ちます。
治験に関わる事務業務や折衝業務はこれまでの看護の現場では経験のない業務のため、新たなビジネススキルを磨ける点にも魅力に感じております。これまで培った、他者と協働する力や洞察力を活かして、治験の推進に役立てる人材になりたいと考えています。
以上
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